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   教育目標 
☆生き生きとした内川の子ども 
・進んで学び、よく考える子ども 
・思いやりのある、やさしい子ども 
・元気で、たくましい子ども TEL:46-2705   FAX:46-2107 

 人は、自分の好きなことば、自分の支えとなることばを持っているものです。やさ 
しいことばや愛あることばは、一筋の光となり、人を元気づけてくれます。もう一度 
がんばろうと。明日に向かって生きる勇気がわいてきます。３月１０日（月）の全校 
集会では、校長の好きな「相田みつを」のことばを紹介しました。 
 ２６年くらい前に「相田みつを」の本と出会ってから、学級づくりや部活動におい 
て子どもたちにたくさんの「相田みつを」の詩（ことば）を話してきました。自分が 
すきなことばは「いまが大事」や「その時の出逢いが…」です。全校集会では、26 
の詩（ことば）を読み上げながら紹介しました。「いのち いっぱい じぶんの花を」 
「道はじぶんでつくる 道はじぶんでひらく 人のつくったものは じぶんの道には 
ならない」「うつくしいものを 美しいと思える あなたのこころが うつくしい」 
など。その後、各学級で、色紙に筆ペンで自分の好きなことばを書きました。 

児童：１・２年生  

 今日は、「相田みつを」さんの詩をたくさん紹介します。その中で、「この詩がいいな」「この詩を
大切に生きていきたいな」「何か感じたよ」、で１つ選び、相田みつをさんのようにのびのびと自由に
色紙に表現してほしいのです。また、選んだ理由を簡単に書いてもらえたらうれしいです。 
さあ、「相田みつを」にチャレンジ！ 

児童：３・４年   

わたしは、「人のつくったも
のは じぶんの道には なら
ない」のところが、自分の気
もちをうつしだすようだった
のでえらびました。わたしは、
ふでペンで２回書いたけど、
今回は、かん字がいっぱいで
てきてむずかしかったです。 

わたしは、「イキイキはつ
らつ」というと、じぶんも
うきうきするので、これを
えらびました。「かんど
う」ときくと、きいただけ
でなみだがでそうになりま
す。むずかしいかん字もが
んばってかきました。 

ぼくは、「いのちいっぱいじぶんの花
を」をかきました。そのりゆうは、ぼ
くは、かん字の中で一ばん大すきなか
ん字が「花」という字だからです。も
う一つは、「いのちいっぱい」という
ことばがいいとおもったからです。ぼ
くは、はじめてふでペンでかいたけど、
じょうずにかけてうれしかったです。 
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【鼓笛の引き継ぎ】 
【１・２年】「あいうえお作文」と「あしたは はれる（歌）」 

【３・４年】「学校クイズ」と「パフ（歌）と校歌」 
【５年】「はてな？ボックスゲーム」 

【６年】「各学年へ色紙とスライムのプレゼント」 

すてきなメッセージ「ありがとう！」 

児童：５・６年  

先生方 

 ３月７日（金）５・６校時、図書室において「６年生を送る会」が行われました。１３６年の伝統のあ
る内川小学校を支えてくれた６年生３人がいたから、すてきな１年になりました。鼓笛の引き継ぎのあと、
各学級の出し物がありました。「ありがとう」の感謝の気持ちを、１・２年生は「あいうえお作文」と
「あしたは はれる」の歌、３・４年生は「学校クイズ」と「パフと校歌」の歌、５年生は「はてなボッ
クス」の出し物で伝えていました。最後に６年生からそれぞれの学年に色紙とスライムのプレゼントがあ
りました。「ありがとう」６年生！ 
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